
介翻

生
を
は
じ
め
京
大
国
史
研
究
室
の
諸
先
学
に
た
い

し
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　
　
（
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版
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昭
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年
七
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福
井
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懇
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会
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福
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立
図
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〈
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酒
井
忠
雄
著

　
時
の
科
学
と
し
て
の
歴
史
学

　
「
個
と
金
体
と
の
関
係
と
い
い
、
行
為
を
取
扱

う
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
来
た
歴
史
学
の
性
格
は
、

更
に
そ
れ
ら
を
む
す
び
つ
け
る
原
理
を
求
め
て
い

る
。
個
と
金
体
の
関
係
の
追
究
は
、
哲
学
者
の
任

務
で
あ
り
、
行
為
は
倫
理
学
や
行
動
科
学
が
追
究

す
る
も
の
だ
。
そ
れ
ら
を
、
即
物
的
、
外
在
的
に

と
ら
え
る
の
が
、
自
然
科
学
と
す
れ
ば
、
歴
史
学

は
そ
れ
と
も
ち
が
っ
た
と
こ
ろ
に
、
真
の
研
究
領

域
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
個
と
全
体
の
関
係
を
、
行
動
で
と
ら

え
る
と
い
う
『
時
（
と
き
）
の
科
学
』
と
し
て
と

ら
え
な
お
す
こ
と
で
あ
る
。
」
　
（
九
圏
…
九
五
頁
）

　
時
と
は
、
む
ろ
ん
物
理
的
な
「
時
間
」
で
は
な

い
。
　
「
私
は
歴
史
学
の
基
準
を
、
ま
ず
行
動
に
お

く
。
行
動
ど
は
、
表
現
で
あ
り
、
叙
述
で
あ
り
、

他
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
働
き
か
け
る
か

ら
に
は
、
そ
の
基
準
を
、
働
き
か
け
、
変
更
し
、

か
え
た
か
ど
う
か
の
目
標
・
目
的
に
お
く
。
た
め

と
い
う
こ
と
を
ぬ
い
た
い
か
な
る
行
為
も
、
無
効

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
有
効
性
を
は
か
る
手
段
と

し
て
、
時
を
も
ち
出
す
」
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
　
時
の
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
、
第
二

部
　
時
の
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
・
研
究
ノ
ー
ト
、

に
分
れ
た
本
書
は
、
前
著
『
歴
史
教
育
の
理
論
と

由
力
法
』
　
（
昭
和
三
六
年
刊
）
　
・
　
『
R
【
本
史
学
由
人
ノ
ー

ト
』
　
（
昭
和
三
八
年
刊
）
に
つ
づ
い
て
、
歴
史
学
と

は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
、

と
問
い
か
け
、
真
正
颪
か
ら
迫
ろ
う
と
し
た
エ
ヅ

セ
イ
集
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
「
時

の
科
学
」
と
し
て
の
歴
史
学
の
あ
り
方
が
提
唱
さ

れ
る
。

　
著
者
の
歎
き
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
近
時
、
歴

史
書
の
嵐
版
ブ
ー
ム
と
い
い
、
歴
史
専
攻
学
生
の

急
増
と
い
い
、
歴
史
の
文
運
は
い
よ
い
よ
さ
か
ん

で
あ
る
が
、
歴
史
学
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
混
迷
の

度
を
深
め
て
い
る
。
お
よ
そ
学
問
に
と
っ
て
、
そ

の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
反
省
は
常
に
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
こ
と
で
あ
る
に
せ
よ
、
今
日
の
歴
史
学
界
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
必
要
は
ひ
と
き
わ
痛
感
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
歴
史
学
教
育
か
ら

史
学
史
へ
と
真
蟄
な
勢
力
を
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た

著
者
が
、
い
ま
本
書
を
世
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
問
題
の
方
向
を
、
’
今

後
一
層
深
く
体
系
化
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次

第
で
あ
る
。

　
　
（
B
6
版
　
一
五
八
頁
　
昭
和
四
〇
年
五
月
　
大
明

　
堂
刊
　
定
価
蕊
五
〇
円
）
　
　
　
　
（
熱
囲
　
公
）

山
岡
桂
二
著

　
日
本
近
代
思
想
史
に
於
け
る

　
政
治
と
人
間

　
本
書
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る

「
政
治
的
主
体
性
」
が
ど
の
よ
う
に
高
ま
り
、
こ
．

れ
と
の
関
連
の
上
に
「
人
間
的
主
体
性
」
が
ど
う

開
花
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
ど
で
あ
り
、
そ
の
指

標
と
し
て
、
　
「
国
罠
国
家
意
識
」
が
設
定
さ
れ
る
。

開
治
一
〇
年
代
、
自
由
畏
権
運
動
期
に
政
治
的
主

体
性
の
意
識
が
高
ま
り
、
こ
の
政
治
的
自
覚
を
媒

介
に
近
代
的
な
人
間
性
の
慮
覚
も
め
ば
え
る
。
二

〇
年
代
、
人
間
個
性
の
自
覚
に
深
ま
り
、
こ
れ
と

同
時
に
三
族
の
歴
史
的
個
性
に
対
す
る
意
識
を
局

揚
せ
し
め
、
之
之
に
近
代
的
醒
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

’157 （157）



一
）
三
家
意
識
の
健
全
な
進
展
が
み
ら
れ
る
．
明

治
後
期
、
人
畏
大
衆
に
よ
る
社
会
的
政
治
的
変
革

意
欲
が
次
第
に
自
覚
化
さ
れ
、
こ
れ
を
媒
介
に
人

民
大
衆
の
人
間
性
の
解
放
が
希
求
さ
れ
る
に
い
た

る
。
し
か
し
腿
治
政
権
の
苛
酷
な
抑
圧
、
指
導
者

の
思
想
的
立
場
の
弱
さ
に
よ
っ
て
挫
折
し
、
人
民

大
衆
の
政
治
的
、
人
間
的
自
覚
は
、
人
劇
的
な
濁

民
国
家
意
識
に
ま
で
進
展
し
え
ず
に
終
っ
た
。
か

か
る
見
通
し
の
も
と
に
、
一
体
的
に
は
陸
翔
南
と

北
村
透
三
一
歴
史
的
・
浪
漫
的
な
政
治
的
人
間

的
主
体
性
、
石
工
籔
木
と
魚
住
影
雄
　
　
自
然
主

義
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
木
下
尚
江
一
社

会
主
義
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
秋
水
と
尚
江

の
雰
政
治
的
偏
向
に
つ
い
て
、
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
虜
治
二
〇
年
代
以
後
の
三
民
囲
家
意
識
が

生
み
出
し
た
二
人
の
史
論
家
、
山
路
愛
山
と
竹
越

三
叉
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は

各
家
想
家
の
思
想
を
　
応
「
積
極
面
と
限
界
面
に

分
鴉
」
す
る
が
、
「
こ
の
忘
憂
は
密
着
し
纒
綿
し
た

続
一
体
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
澗
者

の
統
一
的
把
握
こ
そ
が
、
近
代
思
想
史
究
明
で
な

け
れ
ば
な
ら
」
ぬ
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
愛
山
の

場
合
、
そ
の
数
々
の
史
論
に
流
れ
る
の
は
「
平
民

主
義
」
で
あ
り
、
明
治
後
期
の
資
本
と
労
働
の
現

状
も
正
し
く
理
鯉
し
、
　
「
人
民
の
味
方
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
彼
の
階
級
描
出
爾
か
ら
必
然
的
に
影

響
の
深
か
っ
た
儒
教
の
前
近
代
的
世
界
観
と
蟹
象

主
義
的
偏
向
の
故
に
「
ま
ぬ
が
れ
難
い
限
界
偏
を

も
ち
、
国
禁
主
義
と
人
民
主
義
の
統
一
理
論
に
到

達
し
得
ず
、
こ
こ
に
「
偉
大
な
る
歴
史
家
、
先
覚

者
の
模
索
と
苦
悩
を
み
る
」
と
さ
れ
る
。
陸
野
南

以
下
急
冷
・
立
木
な
ど
、
従
来
と
も
多
く
の
研
究

が
つ
ま
れ
て
き
て
い
る
が
、
愛
山
・
三
叉
の
二
人

は
、
従
来
史
学
史
・
思
想
史
と
も
に
真
正
画
か
ら

と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
近
時
漸

く
あ
ら
た
め
て
そ
の
史
論
の
縫
刻
が
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
い
ま
こ
の
論
考
を
得
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
長
年
の
地
道
な
努
力
が
、

近
隠
学
術
書
出
版
事
情
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず

上
梓
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
一
層

深
く
体
系
化
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ

る
Q
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　鏡
地墜
　些
名薯

学

　
鏡
味
氏
は
昨
年
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
生
涯
を
地

名
研
究
に
捧
げ
ら
れ
た
数
少
い
人
の
一
人
で
あ
り
、

と
り
わ
け
地
名
研
究
に
体
系
化
と
科
学
的
処
理
を

企
て
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
。
本

書
は
著
者
の
前
著
『
臼
・
本
地
名
学
・
科
学
編
』
（
一

九
五
七
）
及
び
『
同
・
地
法
編
』
　
（
～
九
五
八
）
に

続
く
も
の
で
あ
り
、
両
結
露
行
後
各
種
の
雑
誌
に

発
表
さ
れ
た
論
文
、
及
び
未
発
表
の
遺
稿
と
な
っ

た
論
文
を
、
著
者
の
令
息
鏡
味
明
記
氏
が
編
集
し
、

三
部
作
の
一
つ
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

本
書
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
や
や
断
片
的
な
諸
論

文
の
集
成
と
い
う
感
を
受
け
る
が
、
口
巻
の
全
体

系
中
で
の
旨
々
の
論
文
の
位
置
づ
け
は
、
四
四
九

頁
、
分
類
総
醸
次
に
よ
っ
て
理
解
出
来
る
様
に
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
を
願
に
追
え
ば
、
ま
ず
「
A
理
論
編
」
に

斯
て
は
、
　
「
工
地
名
学
の
本
質
と
方
法
」
と
題
し

て
、
著
者
の
地
名
学
を
地
名
学
の
一
分
科
と
し
て

の
地
名
地
理
学
と
規
定
し
、
著
者
の
主
要
な
方
法

…
一
地
形
図
の
集
落
名
を
基
本
的
資
料
と
し
そ
の

分
布
状
態
の
検
討
を
通
じ
て
諸
理
論
を
組
み
立
て

る
一
の
正
嚢
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
正

地
名
分
布
の
傾
向
の
原
鰯
」
で
は
、
主
と
し
て
地

名
分
布
の
範
囲
と
分
布
密
度
・
分
布
の
重
心
点
と

地
名
分
布
上
の
東
西
β
本
の
対
立
が
記
さ
れ
て
お

り
、
　
「
斑
緑
音
の
対
応
と
地
名
」
で
は
、
地
名
に

　
　
　
　
　
　

お
け
る
母
音
淋
ぶ
の
可
能
性
、
従
っ
て
方
言
の
発
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